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読者ニュース「きずな」に対するご意見や情報をしんぶん赤旗の配達・集金者にどしどしお寄せください。

２０１３年 ９月１２日

ＮＯ ９４８

赤 旗 井 原 出 張 所

井原市井原町１０３ （℡ 62-6200）き ず な
９月９日、井原市議会９月定例会が開会しました。会期は９月３０日までの２２日間です。

９日の開会日、瀧本市長が議案の提案説明を行いました。その中で、市政の状況等について
報告されました。その部分をできるだけ忠実に掲載します。

市政の状況等について

先般の大雨について
気象庁の観測によりますと、今月１日から４日にかけて、本市では総雨量

２６４．５ミリを記録し、各地に被害をもたらしました。
こうしたことから、市では、災害対策本部を設置し、防災関係機関と連携

を図りながら情報収集や応急措置などの対応にあたったところであります。
被害状況につきましては、浸水、土砂崩れ、倒木など１２１件あり、うち

床下浸水を含む家屋の一部損壊が２件ございました。
被害に遭われた皆さま方には、心よりお見舞いを申し上げます。
なお、道路の通行止めにつきましては、市内各所で多数発生しておりましたが、速やかに復旧作業にあ

たっており、現在３路線を残すのみとなっております。
こうした自然の猛威による災害を最小限に食い止めるために、昼夜を問わずお力添えをいただきました

消防団をはじめ市民各位に対しまして、この場をお借りして衷心より敬意と感謝を申し上げます。

公共交通について
現在、「予約型乗合タクシー」を市内６地区で試験運行しておりますが、新たに門田町の一部、芳井町

吉井の一部を加え、１０月１日からの運行を目指して準備を進めているところでございます。地域の皆さ
んにより多く利用してもらえるよう、今後、周知に努めてまいります。

また、「井原バスセンター」でありますが、老朽化が進み、現状のままでの使用が困難なことから、今
年度設計に取り掛かり、来年度新築整備を進めてまいりたいと考えております。

井原市マスコットキャラクター「でんちゅうくん」について
現在、多くの皆さんに知ってもらえるよう、市内外で開催されるイベントに積極

的に参加しているところであります。
こうした中、東京国立劇場から１０月に開かれる歌舞伎「春興（しゅんきょう）

鏡獅子」の公演期間中、でんちゅうくんの派遣依頼をいただきました。
全国へ発信する絶好の機会ととらえ、私自身も１０月４日、５日に国立劇場へ出

向き、「でんちゅうくん」と公演を盛り上げるとともに、特産品であるぶどうの即
売を行うなど、トップセールスをもって井原市を大いにＰＲしてまいりたいと考えております。

さらには、全国各地の「ゆるキャラ」が参加する「ゆるキャラグランプリ２０１３」に、「でんちゅう
くん」が初めてエントリーいたしました。

９月１７日から１１月８日の日程でインターネット上において投票が行われますので、ぜひ多くの皆さ
んの応援をお願いしたいと存じます。

情報通信基盤整備について
かねてから要望いたしておりました、西日本電信電話株式会社の光ファイバーによるサービスの提供に

つきまして、本年１０月から、井原局管内の一部でサービスが開始されるとの報告をいただきました。
このサービスにより、市民や企業の皆さまにも、今まで以上に利用しやすいネットワーク環境となるこ

とから、今後、ますます市内の情報化が推進していくものと期待するものであります。

四季が丘団地の分譲状況について
２０２区画を造成し、平成１７年度から分譲開始しておりますが、現在、約８８パーセント、１７７区

画を分譲し、既に１５６世帯、約５８０人が居住されておられます。
分譲促進のため、分譲地購入者に対して、住宅等取得資金利子助成などの優遇措置を設けておりますが、

その適用期間が今年の１０月３１日で終了するため、１１月以降の分譲地購入者も優遇措置が受けられる
よう制度を延長し、販売促進および定住促進を図ってまいりたいと考えております。

井原市パートナーシップ・プロジェクト事業について
今年度、新たに設けました「がんばる地域応援補助金」制度に１０地区の「まちづくり協議会」から２

８事業の申請をいただき、外部委員による審査会において全ての事業が採択されております。
いよいよ住民の皆さんによる、地域課題の解決や地域振興に向けた主体的な取り組みがスタートするこ

とで、「住んでいてよかった、住み続けたい」と、思えるまちづくりが出来るものと、期待をしていると
ころでございます。 ２面へつづく
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生活に役立ち勇気と確信のわくしんぶん[赤旗]をお読みください(月額日刊紙３,４００円日曜版８００円）

この「きずな」は森本ふみお議員のブログ（http://m.okajcp.com）でも見れます

１面からつづく
防災の関係について

これから本格的な台風シーズンに入りますが、災害が発生したとき、被害を最小限に食いとめるために
も、市民一人一人が、日ごろから万が一への備えを行う必要があります。

全国的にも９月１日を「防災の日」と定め、各種訓練や啓発活動が行われておりますが、本市におきま
しても、昨年度から水害を想定した「避難訓練」を実施しており、今年度は９月２９日に井原公民館を避
難会場として行うこととしております。

現在、自主防災組織や地区住民の皆さまと協議しながら準備を進めており、こうした訓練を通じまして、
市民の防災意識の高揚に努めてまいりたいと思っております。
環境衛生について

ごみを出す際の身近な取り組み方法や分別の徹底等内容の充実を図り、より市民に分かりやすい、新た
な「ごみの正しい分け方・出し方ガイド」を作成し、既に８月中に自治会を通じて配布したところであり
ます。このガイドを有効に活用してもらうことで、ごみ問題は市民一人一人の意識のあり方が最も大切で
あることを再認識していただくとともに、引き続き市民や行政などが一体となって、環境に優しい町づく
りを目指していかなければならないと考えております。
子育て支援について

昨年８月に「子ども・子育て関連三法」が成立し、早ければ平成２７年度から、子ども・子育て支援新
制度がスタートしようとしております。

この新制度への移行に向け、本市におきましても、「子ども・子育て支援事業計画」の策定に取り掛か
る必要があるため、計画策定のための附属機関となる「子ども・子育て会議」を立ち上げることとしてお
り、今議会で条例制定ならびに補正予算をお願いしているところでございます。
田中美術館について

６０周年記念 秋季特別展「生誕１３０年 彫刻家・高村光太郎展」を８月３０日
から１０月２０日まで開催しております。

彫刻家・高村光太郎の代表作「手」をはじめ、現存するほぼすべての彫刻などを
展示しておりますので、ぜひご鑑賞いただきたいと思っております。
スポーツ関係について

先月２５日に計画しておりました「ドリーム・ベースボール」ならびに「与一を偲ぶ西日本弓道大会」
につきまして、当日、大雨警報が発表され、やむなく中止にせざるを得なくなり、大変残念に思っている
ところであります。準備からご尽力いただいた関係者の方々に改めて感謝を申し上げます。
井原市グラウンド・ゴルフ場について

昨年９月のオープン以来、早１年が経過いたしました。利用者は、８月末現在で３万３千人を超え、当
初の予定を大幅に上回る利用をいただいており、大変ありがたいことと思っております。今後も、さらに
多くの方にご利用いただき、健康づくりや仲間づくりに役立てていただければと考えております。

この夏も、本市のスポーツにとって大変明るい話題が多くございました。
新体操では、井原高校新体操部の小川晃平君が、インターハイ新体操個人の部で総合優勝し、先に

行われた全国選抜大会、全日本ユース選手権と合わせ高校３冠を達成しました。
陸上競技では、興譲館高校陸上部女子の高橋彩良さんが、ウクライナで開催された世界ユース陸上

競技選手権大会の女子１５００メートルに出場し、世界の強豪選手と熱戦をくり広げました。
モスクワで行われた世界陸上選手権では、女子１万メートルにおいて興譲館高校出身の新

谷仁美選手が日本代表として出場し、世界のひのき舞台で堂々の５位入賞を果たすなど、井原市の元気を
全国に向け発信していただいたことは、大変ありがたいことと考えております。
学校関係について

英語大好きいばらっ子育成事業の一環として、先月新たにＡＬＴ、いわゆる英語指導助手を３名配置い
たしました。今月から総勢６名が市内幼稚園や小・中学校等で子どもたちの外国語学習を、お手伝いいた
します。

また、来年度から大江幼稚園、井原幼稚園の２園で預かり保育を開始するため、今議会で条例の一部改
正をお願いしているところでございます。
工事関係について

井原市立高等学校につきましては７月に用地取得し、８月に設計業者を決め、今後地質調査や実施設計
を行うこととしております。

また先般、周辺地域の方々に説明会を開催したところであり、引き続き地域住民のご理解を得ながら
「井原市立高等学校」の特性が、より生かされる校舎となるべく整備を進めてまいりたいと思っておりま
す。
美星中学校武道場の改築について

現在、解体工事に着手し、来年２月末の完成を目指して、契約等の手続きを進めることとしております。
さらには、大江公民館の建設につきましても、１１月末の完成に向けて、工事を進めているところであ

ります。
以上、市政の状況等について申し述べました。 （一部割愛させていただきました。）


